
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数のガイドローラに案内されて走行するウェブの印刷面に複数のノズルから熱風を吹き
付けて印刷インキの乾燥を行う多色グラビア印刷機用の乾燥装置において、前記ウェブの
裏面に熱風を吹き付ける複数の補助ノズルを前記ガイドローラの間に設置するとともに、
印刷面に吹き付けられた後の熱風を前記補助ノズルに送るように構成したことを特徴とす
る乾燥装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、多色グラビア印刷機に使用される熱風乾燥式の乾燥装置に関するものである。
【０００２】
【発明が解決しようとする課題】
一般に、多色印刷を含むグラビア印刷機に使用される乾燥装置としては、蒸気や電熱によ
る加熱ドラム方式、赤外線ランプ方式、熱風乾燥方式が知られているが、最近は消防法の
規制などにより赤外線ランプ方式は少なく、また加熱ドラム方式も駆動するドラムの径差
の問題や装置が高価であることからあまり用いられなくなってきており、現在では熱風乾
燥方式の乾燥装置が主流になっている。この熱風乾燥方式は、複数のガイドローラでウェ
ブを案内して走行させながら、印刷面にノズルから熱風を吹き付けて印刷インキを乾燥さ
せる方式である。
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【０００３】
従来使用されている熱風乾燥方式の乾燥装置においては、乾燥性の悪いインキを印刷する
場合や高速で印刷を行う場合、熱風温度を高くしたり、ノズル風速を上げたり、或いは装
置自体の炉長を長くすることで乾燥効率を向上させるようにしている。しかしながら、乾
燥温度を高くすると、印刷されるウェブの特性によっては必要以上の伸縮が起こるため、
製品としての所定の寸法が維持できなかったり、多色印刷の場合には見当合わせが不安定
になったりする問題が発生する。また、ノズル風速を上げることで対応しようとすると、
乾燥装置の騒音が大きくなって作業環境が著しく低下するとともに、走行するウェブにバ
タツキが発生して見当合わせが不安定になる。また、装置自体の炉長を長くし乾燥時間を
稼ぐことで対応しようとする場合には、装置寸法が大きくなって作業性が悪くなる、切替
時の用紙ロスが多くなる、或いはウェブの走行が不安定になるといった問題が起こり、さ
らにはファン容量が大きくなってエネルギーコストも増大するといった問題が発生する。
【０００４】
一方、塗布装置にて使用される乾燥装置として、図１に示すように、乾燥機１内でガイド
ローラを用いないで走行するウェブＷの両面から熱風を吹き付けて浮上させながら乾燥さ
せるフローティング方式が用いられており、乾燥効率もかなり高いことが知られている。
しかしながら、この方式では熱風発生機２からの熱風を乾燥機１内のノズル３から吹き出
し、この吹付けエアーによってウェブＷを浮上させながら乾燥させるため、ウェブＷのバ
タツキが大きく走行が不安定となりやすい。このためこの方式を多色グラビア印刷機に採
用した場合、印刷見当が不安定となり品質の高いグラビア印刷を実現することができない
。また、乾燥に使われた加熱エアーは、ウェブＷに吹き付けられた後で排気装置４により
外気に排出される。この時、加熱エアーに与えられた熱エネルギーのうちの数％はインキ
乾燥のための溶剤蒸発に用いられるが、大部分は外気に放出されて使用されていない。
【０００５】
本発明は、上記のような問題点に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、
多色グラビア印刷機において印刷見当などの印刷品質を低下させないで乾燥効率を向上さ
せ、しかも熱エネルギーを有効活用することのできる乾燥装置を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するため、本発明の乾燥装置は、複数のガイドローラに案内されて走行す
るウェブの印刷面に複数のノズルから熱風を吹き付けて印刷インキの乾燥を行う多色グラ
ビア印刷機用の乾燥装置において、前記ウェブの裏面に熱風を吹き付ける複数の補助ノズ
ルを前記ガイドローラの間に設置するとともに、印刷面に吹き付けられた後の熱風を前記
補助ノズルに送るように構成したことを特徴とする。
【０００７】
上述の構成からなる本発明の乾燥装置では、ウェブの印刷面と裏面の両面に熱風を吹き付
けてインキの乾燥を行うため、熱風温度を高くしたりノズル風速を上げたりすることなく
、また乾燥装置の炉長を長くすることなく、乾燥効率を向上させることが可能となる。し
かも、印刷面に吹き付けられた熱風をウェブの裏面の乾燥に再利用することにより熱エネ
ルギーが有効に利用される。
【０００８】
【発明の実施の形態】
図２は本発明に係る乾燥装置を示す概略図であり、この乾燥装置１０は図示の如く圧胴５
と版胴６を備えた印刷ユニット７毎に配設される。図３の要部拡大図にも示すように、乾
燥装置１０は複数のガイドローラ１１に案内されて走行するウェブＷの両側にそれぞれ印
刷面乾燥フードＡと裏面乾燥フードＢを有した構造になっており、このうち印刷面乾燥フ
ードＡは、走行するウェブＷの印刷面に熱風を吹き付けるための複数のノズル１２と、吹
付け後の熱風を吸引する排気口１３とを備えており、一方裏面乾燥フードＢは、ガイドロ
ーラ１１の間にそれぞれ設置されウェブＷの裏面に熱風を吹き付けるための複数の補助ノ
ズル１４と、吹付け後の熱風を吸引する排気口１５とを備えている。
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【０００９】
この乾燥装置１０では、外気から取り込まれたエアーが熱風発生機２０によって加熱され
た後、印刷面乾燥フードＡに供給され、ノズル１２から印刷面に熱風エアーとして吹き付
けられる。そして、印刷面に吹き付けられた熱風は印刷面乾燥フードＡに設けられた排気
口１３から吸引され、送風装置２１を通って裏面乾燥フードＢに送られる。ここで、印刷
面乾燥フードＡから出てきた熱風の持っている熱エネルギーを無駄なく裏面乾燥フードＢ
で使うため、熱風を送るダクトは断熱材で覆って外部に熱が逃げないようにする必要があ
る。このようにして印刷面乾燥フードＡから供給された熱風は、ガイドローラ１１の間に
設置された補助ノズル１４から印刷面の裏側に吹付けられる。裏面に吹き付けられた熱風
は、補助ノズル１４に隣接して設けられた排気口１５より吸引され、排気装置２２を通っ
て外気に放出される。なお、図中２３はダクトの途中に設けられたダンパーである。また
、ウェブＷの裏面に熱風を吹き付ける補助ノズル１４は、図３のように乾燥装置１０内の
ガイドローラ１１の間にすべて設置してもよいが、乾燥効率を考慮して乾燥装置１０の入
口から前半部だけに設置するようにしてもよい。
【００１０】
裏面乾燥フードＢに設ける補助ノズル１４を印刷面乾燥フードＡに設けるノズル１２と同
形状とし、ウェブＷの両面から同程度の風速で熱風を吹き付けると、ウェブＷにバタツキ
が起こり、多色刷り印刷において見当合わせが不安定になるという問題が発生する。した
がって、印刷面乾燥フードＡに設けるノズル１２は、スリット形状、多孔板形状等どのよ
うなタイプでもよいが、裏面乾燥フードＢに設ける補助ノズル１４は、走行するウェブＷ
が吹き付ける熱風によりばたつかないようにするため、スリット形状とし、しかもウェブ
Ｗに対して斜めの角度で吹き付けるようにする必要がある。このような観点から、裏面乾
燥フードＢに設ける補助ノズル１４と排気口１５を組み合わせたものの好適な配置例を図
４、図５に示す。
【００１１】
本発明によって乾燥効率が向上することを確認するため、図６（ａ）に示すように、走行
するウェブＷの印刷面に熱風を吹き付ける多孔板ノズル３１だけを設置して乾燥させた場
合と、図６（ｂ）に示すように、さらに印刷面の裏面に熱風を吹き付けるスリットノズル
３２を設置して乾燥させた場合とで乾燥効率の比較テストを行った。具体的には、乾燥性
の悪い水溶性グラビアインキを使用し、それぞれの乾燥方式において熱風温度を各種設定
し、印刷速度を徐々に上げていった時に、どのスピードでインキが乾燥しなくなり、ロー
ラに付着するようになるかを比較した。すなわち、各種熱風温度に対応するブロッキング
限界速度を見ることで乾燥効率の比較を行った。テスト条件は次のようである。
【００１２】
（テスト条件）
ウェブ：東セロ製、ＯＰＰフィルム「Ｕ－１、＃３０」（３０μｍ）
インキ：アクアエコール（大日本インキ製、水溶性グラビアインキ）
グラビア版：ヘリオ版８０線、１４０°∠０
乾燥炉長：６００ｍｍ
環境：気温２４℃、湿度４５％
ノズル風速：（１）多孔板ノズル３０ｍ／秒、スリットノズル２７ｍ／秒
（２）多孔板ノズル４１ｍ／秒、スリットノズル３７ｍ／秒
熱風温度：５０℃、６０℃、７０℃、８０℃
【００１３】
図７（ａ），（ｂ）はそれぞれノズル風速を上記（１），（２）のように設定した場合の
比較テストの結果を示すグラフである。グラフの横軸は設定した熱風温度（℃）、縦軸は
ブロッキング限界速度（ｍ／分）であり、●は多孔板ノズル３１だけで乾燥させた場合、
□は多孔板ノズル３１とスリットノズル３２を併用して乾燥させた場合である。この結果
から、印刷面に熱風を吹き付ける場合と比較して、裏面からも同時に熱風を吹き付けるこ
とによって、乾燥効率が１０～２０％程度向上していることが判る。なお、この比較テス
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トでは、ウェブが横方向に進行する乾燥装置を用いたが、通常のグラビア印刷機の乾燥装
置のように、ウェブが縦方向に走行するタイプの乾燥装置でも同様な結果が得られる。
【００１４】
ところで、裏面吹付け併用式の乾燥装置として、本発明の方式以外に、図８や図９に示す
ような方式も考えられる。図８に示すものは、一つの熱風発生機２０から印刷面乾燥フー
ドＡと裏面乾燥フードＢにそれぞれ別のダクトを通して熱風を供給するようにしたもので
あり、図９に示すものは、印刷面乾燥フードＡと裏面乾燥フードＢにそれぞれ別の熱風発
生機２０から熱風を供給するようにしたものである。これらの方式においては、表１に示
すように、乾燥能力はアップするものの、従来の乾燥装置と比較して２倍程度の熱エネル
ギーが必要となる。これに対して、本発明の乾燥装置においては、印刷面の加熱に用いら
れた熱風を裏面の加熱に用いるため、使用する熱エネルギーは従来の方式と同じで乾燥能
力をアップすることができた。
【００１５】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００１６】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明の乾燥装置によれば、ウェブの印刷面に加えて裏面にも熱風
を吹き付けて印刷インキを乾燥させるようにしたので、従来のように熱風温度を高くした
りノズル風速を上げたりする必要がなく、また装置自体の炉長を長くする必要もないこと
から、印刷見当などの印刷品質を低下させずに乾燥効率を向上させることができ、さらに
印刷面に吹き付けられた後の熱風を裏面に吹き付けるようにしたため、熱エネルギーを有
効活用して印刷物の生産効率を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】塗布装置にて使用されている乾燥装置を示す概略図である。
【図２】本発明に係る乾燥装置を示す概略図である。
【図３】図２に示す乾燥装置の要部拡大図である。
【図４】ノズルの配置例を示す概略図である。
【図５】ノズルの別の配置例を示す概略図である。
【図６】乾燥効率を確認する比較テストに使用した乾燥装置を示す概略図である。
【図７】比較テストの結果を示すグラフである。
【図８】本発明の乾燥装置と比較した別の乾燥装置の概略図である。
【図９】本発明の乾燥装置と比較した別の乾燥装置の概略図である。
【符号の説明】
１０　乾燥装置
１１　ガイドローラ
Ａ　印刷面乾燥フード
１２　ノズル
１３　排気口
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Ｂ　裏面乾燥フード
１４　ノズル
１５　排気口
２０　熱風発生機
２１　送風装置
２２　排出装置
２３　ダンパー
３１　多孔板ノズル
３２　スリットノズル

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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